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「
こ
の
辺
り
は
、
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
は
ず
が
な
い
」

そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
そ
れ
は
間
違
い
で
し
た
。

３
月
11
日
に
起
き
た
「
ま
さ
か
」。

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
揺
れ
に
、
こ
れ
は
た
だ

ご
と
で
は
な
い
と
直
感
し
ま
し
た
。

続
く
余
震
が
一
段
落
す
る
と
、
想
像
を
超
え
た
深
い
傷

跡
が
、
市
内
あ
ち
こ
ち
に
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
悲
観
し
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

常
陸
太
田
復
興
の
た
め
に
、
前
を
向
き
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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【
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
】

□ 東北地方太平洋沖地震 □

1下水道のマンホールが大きく突き出す異様な光景。地震のエネルギーの凄まじさを物語る［玉造町］
2停電により止まった信号。電気が通じないまま夕暮れが迫る［馬場町］
3天井が崩落したサンリバーホール［交流センターふじ］
4出入りも危険になった庁舎西側［市役所本庁］
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＊ 東北地方太平洋沖地震及びこれに伴う原子力発電
所事故による災害については、「東日本大震災」と
呼ぶことになりました。

■ 発生時刻 3 月 11 日 午後 2時 46 分 
■ 震 源 地 三陸沖 
■ 位　　置 緯度  北緯 38 度 
 　　 経度  東経 142.5 度 
■ 震　　源 マグニチュード 9.0 
  深さ 約 24km 
■ 最大震度 震度 7
　　　　　　　　　　（ 気象庁ＨＰ 4月 11 日現在より）
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□ 本市の被害状況（4月 12 日現在） □
最大震度　
　　震度 6弱
死傷者数　
　　死者 1人／負傷者 2人
家屋倒壊等
　　全壊 43件／半壊 230 件／一部損壊 446 件
避難者数　（3月 12 日午前 8時現在）　
　　2,150 人
国・県道の通行止め
　　国道 2カ所、県道 3カ所
主な公共施設の状況　
　　 市役所金砂郷支所、交流センターふじが使用不能
　　一部の幼稚園・小学校校舎・体育館が一部使用不能
　　宮ノ脇保育園が使用不能　等

常
陸
太
田
市
民
の
皆
さ
ま
へ

市役所の地震計が記録した「震度 6弱」

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら

1
カ
月
半
が
経
ち
ま
し
た
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
と
大

津
波
の
被
害
は
甚
大
で
、
多
く
の
尊

い
命
と
財
産
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
う
え
な
い
悲
し
み
で
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

対
し
て
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

本
市
で
も
、
各
地
で
大
き
な
被
害

が
発
生
し
、
残
念
な
が
ら
一
人
の
方
が

犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
住
宅
等
の
損
壊
に
よ
り
今
な
お
不

自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
大
震
災
で
は
、
市
内

の
多
く
の
建
物
が
倒
壊
や
損
壊
等
の

被
害
を
受
け
、
上
下
水
道
等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
加
え
、
道
路
や
学
校
施

設
な
ど
に
も
、
大
き
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
被
災
者
や
災
害
復
旧
の
た

め
に
、
市
民
の
皆
様
や
企
業
・
関
係

団
体
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
救

助
物
資
や
義
援
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

市
で
は
復
興
・
支
援
に
全
力
を
尽

く
し
て
お
り
ま
す
が
、
完
全
に
復
興

す
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
を

要
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
皆
様
に

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ま
だ

に
事
態
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず
、
大

変
ご
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
大
気
や
水
・
土
壌
で
検
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、
た
だ
ち
に

健
康
に
影
響
す
る
値
で
は
な
い
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
風
評
被
害
対

策
や
放
射
能
の
情
報
収
集
に
鋭
意
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
に
は
、
不
確
実
な
情
報
や
風
評
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
ど
う
か
冷
静
な
対
応

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
夏
場
の
深
刻
な
電
力
不
足

が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
皆
様
に
は
、

こ
ま
め
な
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
は
今
、
史
上
最
大
規
模
の

地
震
に
加
え
、
大
津
波
、
そ
し
て
原

子
力
災
害
と
い
う
、
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
難
局
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
一
日
も
早
く
、

安
全
で
安
心
な
生
活
が
送
れ
ま
す
よ

う
、
災
害
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
当
初
予

算
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
事
業
の
う

ち
、
複
合
型
交
流
拠
点
施
設
整
備
事

業
、
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設

整
備
事
業
、
竜
神
大
吊
橋
周
辺
整
備

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
先
送
り
と
し
、

当
面
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
も
自

粛
を
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
こ
そ
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、

力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
と
も
に
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
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経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
安

２
０
１
１
年
３
月
11
日
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

同
日
午
後
、
関
東
地
方
と
東
北
地
方
を
襲
っ

た
東
日
本
大
震
災
は
、
史
上
最
大
級
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
宮
城
県
北
部
で
震
度

７
、
本
市
で
も
震
度
６
弱
を
観
測
。
広
い
範

囲
で
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
市
内
各

地
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

電
気
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
ス

ト
ッ
プ
し
、
暗
く
、
寒
く
、
断
続
的
に
続
く

余
震
も
相
ま
っ
て
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

不
安
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
も
大
き
な
被
害

市
内
で
全
半
壊
し
た
家
屋
は
、
４
月
12
日

現
在
で
２
７
３
件
。
瓦
が
落
ち
た
り
壁
に
亀

裂
が
入
る
な
ど
の
一
部
損
壊
は
４
４
０
件
を

超
え
、
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
今
後
さ
ら
に

増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
非

常
に
多
く
の
塀
が
崩
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
金
砂
郷
支
所
は

柱
や
壁
に
数
多
く
の
亀
裂
が
入
り
、
高
柿
町

の
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
も
損
壊
し
、
両
施
設

と
も
使
用
で
き
な
い
状
態
で
す
。

学
校
施
設
で
は
、
佐
都
小
、
金
砂
郷
小
、

郡
戸
小
、
久
米
小
、
賀
美
小
の
校
舎
が
一

部
使
用
で
き
な
く
な
り
、
佐
都
小
児
童
は
河

内
小
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
は
太
田
進
徳
幼
稚
園
、
金
郷
幼
稚
園

5どこが最後尾なのか分からないほど長い行列
ができたガソリン渋滞［中城町付近］
6市内あちこちの堤防に亀裂が入った［田渡町］
7道路が陥没し、立ち往生する車［小島町］
8家屋、物置、塀に受けた大きな被害は、主に
市南部の地域に集中した
9きれいに並べられていた図書も地震によりほ
とんどが棚から投げ出された［図書館］
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10 塀が倒れたり、屋根瓦が落ちたりするなどの被
害が市内の広い範囲に見られた［三才町］
11給水所には、連日長い行列ができた［市役所本庁］
12災害派遣の自衛隊［市役所本庁］
13市内の避難所［大里町］
14がけ崩れが発生し、通行の妨げに［松栄町］
15地域の集会所にも被害が発生［松栄町］
16金砂郷支所は使用不可能に［高柿町］

（
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
）
が
一
部
使

用
不
能
に
。
宮
ノ
脇
保
育
園
の
園
舎
も
使
用

が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
園
児
た
ち
は
愛

保
育
園
へ
登
園
し
て
い
ま
す
。

通
行
止
め
が
続
く
道
路

国
道
は
４
月
12
日
現
在
、
２
９
３
号
の
里

川
橋
が
損
傷
、
旧
３
４
９
号
の
幸
久
橋
も
崩

落
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。

県
道
で
は
、
機
初
橋
と
栄
橋
付
近
、
棚
谷

町
地
内
が
通
行
止
め
。
市
道
も
亀
裂
や
崩
落

の
危
険
の
た
め
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る

箇
所
が
数
多
く
あ
り
、
全
面
復
旧
に
は
か
な

り
の
日
数
を
要
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

引
き
続
き
余
震
に
は
注
意
を

大
き
な
地
震
（
本
震
）
が
発
生
す
る
と
、

そ
の
周
辺
で
最
初
の
地
震
よ
り
比
較
的
小
さ

な
地
震
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
が
余
震
で
す
。

余
震
の
数
は
本
震
の
直
後
に
多
く
、
時
間

と
と
も
に
減
っ
て
き
ま
す
が
、
本
震
が
大
き

い
ほ
ど
余
震
が
収
ま
る
ま
で
の
期
間
が
平
均

的
に
長
く
な
り
ま
す
。

４
月
７
日
に
は
宮
城
県
で
震
度
６
強
が
、

福
島
県
で
は
４
月
11
・
12
日
に
立
て
続
け
に

震
度
６
弱
の
大
き
な
余
震
が
発
生
す
る
な
ど
、

今
後
も
引
き
続
き
注
意
が
必
要
で
す
。

現
在
、
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
市

は
少
し
ず
つ
、
そ
し
て
着
実
に
復
興
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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○ 助成要件　新築または増築に用いる木材量の 2分の
1以上が地域材であり、住宅物置等の建築工事完了後
速やかに入居または使用すること

○ 助成額　
　▽住　 宅   床面積 1㎡につき 5千円（限度額 30 万円）
　▽ 物置等   床面積 1㎡につき 3千円（限度額 15 万円）

【 税・料金に関する支援 】
軽自動車税の減免　問 税務課（内線 211・213）
○ 対象車両　地震等の被害を受け平成 22 年度中に廃車
できなかった車両で、申請期限までに廃車証明書を
用意できる車両

○ 必要書類等　廃車証明書、軽自動車税納税通知書（5
月 13 日金発送予定）、運転免許証、印鑑

○申請期限　5月 24 日火（納期限の 7日前）
＊ 市民税、固定資産税、都市計画税等の減免については、
引き続き検討を進めております。

水道料金の減免（上水道・簡易水道） 
4 月分の水道料金（5月支払い分）を次のとおり減免し
ます。
○ 内容　基本料金を全世帯一律に半額にします。4月の
検針水量が前月を上回っている場合には漏水がある
とみなし、前月の検針水量で料金を算出します。
問   水道総務課（内線511）/簡易水道課（85-1123）

【 福祉・教育 に関する支援】
国民年金保険料の免除　問  保険年金課（内線117・118）
今回の震災により、住宅、家財、その他の財産について、
概ね２分の１以上の損害を受けた場合は、全額免除と
なります。
○申請期限　７月 29 日金
○提出書類　免除申請書、被災状況届

後期高齢者医療保険料の減免 問  保険年金課（内線117・118）
今回の震災により、住宅、家財、農作物等に著しい損
害を受け、保険料を納めることが困難な場合は、減免
となります。
○申請　随時
○ 提出書類　免除申請書、り災証明書（家財について
は被害の程度がわかる申立書）

病院等での自己負担金の支払い猶予
○ 対象　市国民健康保険または後期高齢者医療制度に
加入している方

　○ 内容　今回の震災で住宅の全半壊、全半焼またはこ
れに準ずる被災をした方が、病院等で診療を受けた
場合、当面、5月までの診療分、調剤分及び訪問看護
分の費用については、5月末日まで支払いが猶予され
ます。＊被災により健康保険証を失った方も病院に
かかれます。　問 保険年金課（内線112・117）　

保育料の減免　問  子ども福祉課（内線 146）
○ 対象者　今回の災害で被害が著しく多額となり、保
育料が支払えない状況の方

○ 必要書類　保育料減免申請書、り災証明書

緊急小口資金貸付　問 市社会福祉協議会（☎ 73-1717）
○ 対象　市内に住所を有する世帯および県外から茨城

県内へ避難されている方で、1カ月以上県内に居住希
望する方
○ 内容　被災者で当座の生活費を必要とする世帯への
貸付金　　原則として 10 万円（無利子）
　＊内容により 20 万円以内
　▽据置期間　貸付から 1年以内
　▽償還期限　2年以内

【 農・商・工業 に関する支援】
東北地方太平洋沖地震特別対策融資
○対象
　▽ 市町村長等から東北地方太平洋沖地震に係るり災

証明を受けた事業所等
　▽ 東北地方太平洋沖地震の影響により地震発生後１

カ月当たりの平均受注高もしくは平均売上高が、
前年同期比で５％以上減少している、または５％
以上の減少が見込まれる事業所等

○ 融資限度額　設備資金、運転資金  各 8 千万円ほか
○必要書類等　り災証明書
　問市商工会（☎ 72-5533）／問商工観光課（内線 621）

農業者への資金貸付
○系統農業災害資金（つなぎ資金）
　▽融資限度額　500 万円
　▽償還期間　5年以内（内据置期間 1年以内）
　▽貸付金利　無利子
問 茨城みずほ農業協同組合（☎ 72-9111）　農政課（内線 611・
612・614・615）

【 その他】
り災証明の発行   問 市災害対策本部（内線323・341・360）
災害により住宅が被害にあった場合（塀、物置を除く）
に、保険の請求や税の減免、被災者生活再建支援制度
の申請、各種見舞金などを受けるために必要となると
きがあります。加入している保険会社や市役所にご相
談ください。＊手続きにはある程度時間がかかりますので、
緊急で修繕をしようとする場合は、必ず事前に被災状況の写
真を撮っておいてください。

市民生活相談窓口
住宅、福祉、教育、税務など全般にわたる総合的な相
談および案内を行います。
○と　き　午前 9時～午後 4時
 ○ところ　市役所本庁 1階市民相談窓口（☎ 72-3111）
　 ／金砂郷支所金砂郷市民生活課［金砂郷保健センター］
（☎76-2116）／水府支所水府市民生活課（☎85-1119）
／里美支所里美市民生活課（☎82-2765）

住宅・家財の損害に対する雑損控除等
災害により、住宅や家財に損害を受けた場合、確定申
告で雑損控除または災害減免法による減除が適用とな
る場合があります。
○ 必要書類等　災害等に関連してやむを得ない支出を
した金額についての領収書等

＊ 詳しくは、後日掲載する予定の「お知らせ版」等をご覧
ください。

問税務課（内線211・213）

申

＊ これらの支援制度の利用に際しては、被災状況の写真や復旧に要した経費の領収書が必要となる場合がありますので、必ず保存しておいてください。
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被災された皆さんを支援します
被害を受けた住宅等の修繕に対し、市独自の災害支援金を支給します。

　常陸太田市東日本大震災被害対策支援制度　問 総務課（内線 339）

【 住宅 に関する支援】
被災者生活再建支援金　 問   総務課（内線 339）
住居に被害のあった方に対し、下記のとおり支援金が
支給されます。現在、り災証明書を申請している方で、
この支援金に該当する方には、り災証明書とあわせて
申請書を送付します。

　○基礎支援金　

区分
支援金額

備考
複数世帯 一人世帯

全壊 100 万円 75 万円  大規模半壊の場合
で、解体をしたとき
は、追加金が支給さ
れます。

解体（半壊・
敷地被害）

100 万円 75 万円

長期避難 100 万円 75 万円
大規模半壊 50 万円 37.5 万円

　▽申請期間  災害のあった日から 1年 1カ月の間
　○加算支援金

区分
支援金額

備考
複数世帯 一人世帯

建設・購入 200 万円 150 万円  賃貸住宅の場合で、
建替・補修をしたと
きは、追加金が支給
されます。

補修 100 万円 75 万円
賃貸住宅（公
営住宅入居
者を除く）

50 万円 37.5 万円

　▽申請期間　災害のあった日から 3年 1カ月の間
○ 必要書類　り災証明書、住民票、預金通帳の写し
＊ 大規模半壊・半壊に伴い解体した場合は、滅失登記
簿謄本・敷地被害に係るり災証明が必要です。

災害見舞金　 問   総務課（内線 339）
○ 県・市　住宅が半壊した世帯に、県から３万円が支給
されます（被災者生活再建支援金の対象とならない
方）。また、震災により全治１週間以上のけがをされ
た方には、市から見舞金が支給される制度があります。

災害援護資金の貸付　 問   総務課（内線 339）
○ 対象　住居・家財の被害金額が概ね３分の 1以上の
損害があった方／療養の期間が、概ね１カ月以上で
ある世帯主の負傷

○  内容　損害の程度に応じて、150 ～ 350 万円までの

　 資金を貸付（所得制限あり）　＊償還期間は 10 年、
据置期間は3年、据置期間中は無利子、その後年利3％

○必要書類等　り災証明書、診断書、保証人
○申請期限　6月 30 日木

生活福祉資金貸付（住宅補修等）
○ 対象　市内に住所を有する低所得・障がい者・高齢
者世帯
○ 貸付内容　住宅の補修に必要な経費（住宅改修費）、
災害を受けたことにより臨時に必要となる経費（災
害援護資金）＊貸付限度 250 万円、無利子

　問 市社会福祉協議会（☎ 73-1717）
災害復興住宅融資
○ 内容　木造住宅 1,400 万円、耐火住宅 1,460 万円な
どの資金を貸付（詳細はお問い合わせください）
　＊ 固定金利年 1.77％
　問独立行政法人住宅金融支援機構（☎ 0120-086-353）
木造住宅耐震診断士派遣  問  都市計画課（内線240・234）
○ 対象　市民が市内に所有する木造住宅で、昭和56年
5月 31日以前に着工し階数が２階以下のもの（延床
面積30㎡以上）
○内容　耐震診断士による診断　（個人負担２千円）
○受付期間　6～ 7月（詳細は後日お知らせします）

木造住宅耐震改修助成　問  都市計画課（内線240・234）
○ 対象　市民が市内に所有する昭和 56年 5月 31日以
前に着工した木造住宅で、今回の震災で破損したこと
により改修を行う場合（耐震診断士または建築士等の
作成した設計図書等に基づく耐震改修に限る）
○ 助成内容　耐震改修計画に要する経費の 1/3（上限
10 万円）、耐震改修工事に要する経費の 1/3（上限
30 万円）
○受付開始　6月 20 日月　
木造住宅等建築助成　問   農政課（内線 614・615）
○ 対象者　市内に自らが居住する住宅を新築または増築
する方／物置等を新築または増築する市内に居住の方

1 日 も 早 く 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち へ

○ 対象　本市に居住している方で、今回の震災により住宅および同一敷地内の物置等が損壊し、専門業者による修繕
等の費用が 20 万円以上となる方　＊被災者生活再建支援金に該当する場合は対象になりません。

○ 支給額　
　▽住　宅　修繕費用の 1／ 3以内（限度額 20 万円）
　▽物置等　建替えまたは修繕費用の 1／ 3以内（限度額 10 万円）
　＊ 修繕等費用が 20 万円未満の場合は、住宅は 3万円、物置等は
　　2万円の範囲内で見舞金を支給します。
○必要書類等　
　▽「対象工事の見積書」または「領収書の写し」
　▽「対象工事の施工箇所の写真」または「り災証明書」
○申請期限　9月 30 日金　

申



8

それは人と人とのつながり。
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た　

た
く
さ
ん
の
支
援
の
手

市
内
全
域
で
発
生
し
た
断
水
。

市
内
各
所
に
給
水
所
を
開
設
し
た

際
に
は
、
常
陸
太
田
市
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
て
、
冷
た
い
風
が
吹
き
す
さ
ぶ

中
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
水
を
配
り

ま
し
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
や
牛
久

市
の
給
水
車
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、

大
切
な
水
を
手
に
し
た
住
民
の
方

は
み
な
安
心
し
た
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

「
常
陸
太
田
市
に
近
づ
く
に
つ

れ
大
変
な
状
況
だ
と
分
か
っ
た
。

頑
張
っ
て
ほ
し
い
！
」
と
力
強
い

励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
、
古
河

市
や
埼
玉
県
熊
谷
市
か
ら
は
子
ど

も
用
お
む
つ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

守
谷
市
や
群
馬
県
藤
岡
市
か
ら
は

粉
ミ
ル
ク
が
到
着
。
ま
た
、
日
本

郵
便
や
日
本
青
年
会
議
所
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
団
体
、
そ
の
他
、

市
内
外
の
多
く
の
企
業
か
ら
も
非

常
食
や
水
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
の
支
援
物
資
が
続
々
と

届
き
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
窮
地
に
、

多
く
の
差
し
伸
べ
ら
れ
た
支
援
の

手
に
よ
り
、
ま
ち
が
支
え
ら
れ
ま

し
た
。
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被災したまちを支えたもの、
水、食料、日常生活への不安―

市
内
各
地
で
広
が
っ
た

助
け
合
い
の
輪

災
害
直
後
、
地
域
集
会
所
な
ど

に
自
主
的
に
避
難
し
、
食
べ
物
や

飲
み
物
を
持
ち
寄
っ
て
、
不
安
な

時
間
を
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
各
地
で
見

ら
れ
ま
し
た
。
ご
近
所
同
士
で
助

け
合
う
と
い
う
、
本
市
の
町
会
や

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
を
再
確
認
で

き
ま
し
た
。

「
人
っ
て
温
か
い
な
と
実
感
し

ま
し
た
。
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
い

で
す
よ
」
そ
う
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
た
の
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
地
震
で
散
ら
か
っ
た
室
内
の
片

付
け
を
お
願
い
し
た
三
才
町
の
上

野
さ
ん
。
災
害
発
生
後
に
募
集
し

た
常
陸
太
田
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
２
９
３
人
、
20
団
体
が
登
録

（
４
月
12
日
現
在
）
し
、
屋
内
の

片
付
け
や
話
し
相
手
、
避
難
所
の

食
料
配
布
、
崩
れ
た
塀
の
片
付
け

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」

「
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」

震
災
の
中
、
そ
ん
な
温
か
い
言

葉
を
、
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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○
農
作
物
・
原
乳

４
月
12
日
現
在
、
茨
城
県
産
の

農
産
物
等
に
つ
い
て
は
、
暫
定
規
制

値
を
下
回
っ
て
お
り
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
カ
キ
ナ
、
パ
セ
リ
を
除
き
、
安

全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
原
乳
に
つ
い
て
は
出
荷

制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
つ
い
て
も
、
測
定

結
果
に
よ
り
近
く
出
荷
制
限
が
解
除

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

放
射
線
の
影
響

○
水
道
水

４
月
12
日
現
在
、
市
の
水
道
水

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
す
べ
て
安
全
で

す
。
１
歳
未
満
の
乳
児
を
含
め
て
す

べ
て
の
方
に
飲
ん
で
い
た
だ
い
て
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
義
援
金
の
受
付

ご
持
参
い
た
だ
く
場
合

常
陸
太
田
市
役
所
出
納
室
の
窓

口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
振
込
み
い
た
だ
く
場
合

お
手
数
で
も
、
お
名
前
、
ご
住

所
、
ご
連
絡
先
、
義
援
金
の
額
、

受
領
書
発
行
の
ご
希
望
、
氏
名
・

金
額
公
表
の
了
承
に
つ
い
て
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
出
納
室
へ

ご
連
絡
い
た
だ
き
、
お
振
込
み
く

だ
さ
い
。

● 

電
話　

　

０
２
９
４
‐
72
‐
３
１
１
１

（
内
線
１
２
４
・
１
２
５
・
１
２
９
）

● 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

　

０
２
９
４
‐
80
‐
４
７
５
５

● 

Ｅ
メ
ー
ル　

suito1@
city.

hitachiota.lg.jp　

● 

郵
便　

〒
３
１
３
‐
８
６
１
1

常
陸
太
田
市
金
井
町
３
６
９
０

常
陸
太
田
市
役
所
出
納
室

【
振
込
先
】

▼ 

金
融
機
関　

常
ジ
ョ
ウ
ヨ
ウ
ギ
ン
コ
ウ

陽
銀
行
（
金
融

機
関
コ
ー
ド
０
１
３
０
）

▼ 

支
店
名　

太オ
オ
タ
シ
テ
ン

田
支
店
（
店
番

コ
ー
ド
０
１
３
）

▼ 
口
座
番
号　

普
通
預
金　

１
５
９
５
７
６
１

▼ 

口
座
名
義　

常ヒ
タ
チ
オ
オ
タ
シ
サ
イ
ガ
イ

陸
太
田
市
災
害

義ギ
エ
ン
キ
ン

援
金

問
出
納
室
（
内
線
１
２
４
・
１
２
５

　

・
１
２
９
）

﹇
受
領
書
に
つ
い
て
﹈
受
領
書
は
、
寄

付
金
控
除
等
を
受
け
る
た
め
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
銀
行
振

込
に
よ
り
送
金
い
た
だ
い
た
場
合
に
控

え
と
し
て
お
手
元
に
残
る
振
込
金
受
取

書
（
受
領
書
）
の
原
本
も
、
同
じ
よ
う

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

常
陸
太
田
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
市
民
に
対

す
る
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
地
震
に
よ
る
被
災
市
民
の
支
援
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
起
き
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
大
変
な
心
配
を
さ
れ
て
い
る
、
放
射
線
の
影
響
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
市
お
よ
び
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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今回の震災については、私たち市民も多大な被害を受けておりますが、その中にあっても私たち一人ひとりが
すぐに支援・協力できることはたくさんあります。その一つが「節電」です。
今回の地震により、電力需給のバランスが極めて厳しい状況にあります。家庭や事業所で
市民一人ひとりが最大限の節電の努力をすることが、安定した電力の供給と今後の復興に
つながります。皆さんの節電へのご理解、ご協力をお願いいたします。

「ふるさと常陸太田」への
ご支援ありがとうございます

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
で
す
。
寄
付
金

は
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

＝
平
成
23
年
２
月
受
入
分
＝

○ 

澤
幡 
仁
様
（
東
京
都
江
戸
川

区
）
10
万
円
﹇
歴
史
・
文
化
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
﹈

区　　分 平成 年 平成 年
比　　較

増減数 増減率
人　口
（人）

常陸太田市 △ △ ％
茨城県 △ △ ％

世帯数
（世帯）

常陸太田市 △ △ ％
茨城県 ％

１世帯あたり 
人員（人）

常陸太田市 △ △ ％
茨城県 △ △ ％

◇人口と世帯数、１世帯当たりの人員

　皆さんのご協力をいただきました国勢調査の結果がまとまりまし
たので、お知らせします。

平成22年 国勢調査結果 速報値

市民みんなで全員参加 今年も健康スポーツチャレンジデーを開催
市では「誰もが健康で暮らせるまち」を目指し、「健康スポー
ツチャレンジデー」を実施します。「常陸太田市民全員の
参加を目指すため、個人・家族・グループ・職場・学校な
どでそれぞれ取り組み、楽しんで身体を動かしましょう !

と　き 月 日水　午前 0時～午後 9時

ところ 常陸太田市内どこでも（自宅・職場・
学校・運動施設・公園など）

15 分間以上、運動で身体を動かしましょう !

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
中
止
等

▼ 

「
が
ん
ば
っ
ぺ
里
美
２
０
１
１
春
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

 

● 

と
き　

５
月
３
日
火
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

●
と
こ
ろ　

里
美
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

● 

内
容　

特
産
物
即
売
会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど

　

問 
が
ん
ば
っ
ぺ
里
美
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
９
０
‐
３
９
１
４
‐
５
３
３
７　

白
石
）

▼
中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

　

 

● 

４
月
23
日
〜
５
月
15
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
「
第
23
回
竜
神
峡
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り
」

　

＊ 

竜
神
大
吊
橋
は
通
常
ど
お
り
渡
橋
で
き
ま
す
。

水
府
物
産
セ
ン
タ
ー
や
そ
ば
ハ
ウ
ス
龍
亭
は

通
常
通
り
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

● 

５
月
29
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
第
48

回
粟
原
釣
り
場
釣
り
大
会
」

▼
延
期
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

　

● 

４
月
10
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
Ｏ
Ｓ

Ｊ
奥
久
慈
ト
レ
イ
ル
50
Ｋ
」

　

＊ 

コ
ー
ス
状
況
を
確
認
中
の
た
め
、
開
催
の
有
無

に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｓ
Ｊ
奥
久
慈
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス

実
行
委
員
会
（
０
４
６
７
‐
84
‐
８
６
３
９

／
Ｈ
Ｐhttp://w

w
w
.pow

ersports.co.jp/
osjtrail/11_okukuji/index.htm

）
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

＊ 

観
光
施
設
、
直
売
所
、
温
泉
施
設
な
ど
は
、
プ

ラ
ト
ー
さ
と
み
を
除
き
通
常
ど
お
り
営
業
し
て

い
ま
す
。

節電にご協力ください
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表紙に
よせて

い
つ
も
の
ま
ち
へ
。

 　
　
　
　
　

一
歩
ず
つ
前
へ
。

上深荻町の地域資源として案内板も
設置した「細田の湧水」には、震

災で水道が止まった際、大勢の人々が水
をくみに訪れました。「水の大切さを改め
て実感した」「地域の資源が人々の役に立
てて嬉しい」などの声が聞かれた細田の
湧水は、災害時に人々を救った水として、
これからも地域の方々に大切にされてい
くことでしょう。

セラピストの鈴木ひろみさん（西宮
町）は、生涯学習センターの避難

者にマッサージをサービスしました。「自
分の家も震災の被害を受けました。避難
所生活では体がつらいでしょうから」と
真剣な眼差しで話す鈴木さん。少しでも
避難所生活でたまった疲労をとってあげ
ようと、5日間で延べ約 50 人もの避難
者の体を丁寧にマッサージし続けました。

災害で壊れたブロック塀などの後片付けをする、災害ボランティアの皆さんです。ボラ

ンティアには中・高校生から年配の方まで幅広い世代が参加しています。

今年から高校に進学する鈴木貴大くん（塙町）は、「テレビで災害の様子を見ていて、自

分も何か手伝いたい」と思いボランティアに登録。野球部で鍛えた体で重いブロック塀

を軽々と運んでいきました。困っている人たちの役に立ちたい―、そんなボランティア

の皆さんの思いが、本市の温かい人の輪をつくっていきます。

常陸太田大使であるヴァイオリニス
トの竜馬は、大里ふれあいセンター

や生涯学習センターなどの避難所でヴァ
イオリンのコンサートを開催しました。
竜馬は「今、自分は常陸太田市に何がで
きるかずっと悩んでいた。曲を聴いて元
気になってもらいたい」と、「故郷」やオ
リジナル曲など披露し、避難所での生活
を送る方々を楽しませました。

鯨ヶ丘商店会の各店舗で 3月 3日か
ら催された「鯨ヶ丘ひなまつり」は、

開催中に地震にみまわれました。地震直
後には商店会、町会、鯨ヶ丘倶楽部、太
田ワクワク会が炊き出しや生活用水の確
保などでお年寄りを支援。がれきを撤去
して落ち着いた後、「震災で暗い話題ばか
りなので、少しでも元気になってもらえ
るように」と、ひな祭りを続けることを
決断し、まちに明るい話題を提供しました。


